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はじめに
筆者は長野県の心理職として､38年あまりを福祉の職場で仕事をしてきたが､そのう
ち､24年は児童福祉 (児童相談所および情緒障害児短期治療施設)の職場であった｡児
童養護施設 (以下養護施設という｡)とは､中央児童相談所へ赴任した昭和 48年から仕
事上や)関わりを持つことになったので､9年ほどの中断はあったものの､30有余年前か
ら関わってきたことになる｡
筆者の記憶では､長野県の児童相談所の業務に大きな変化が生じ､養護施設においては､
それまで内在化していたであろうさまざまな課題が表面化してきたのは､そう古いことで
はなく､数年来､せいぜい 10年足らずのことである｡具体的には､児童相談所において､
虐待相談が日常化し､養護施設では､入所している児童が､無断外出､無断外泊をしたり､
援助交際も行なわれているというような事例が散見され､処遇困難児という言葉が用いら
れるようになった｡これらの現象の背後には､児童を取 り巻 く環境の変化を始めとするさ
まざまな要因が錯綜していることは､すでに常識化されているが､それに対する効果的な
対応策は見つかっていない｡
長野県では行政機関としての児童相談所については､児童福祉司を増員するとともに､
中央児童相談所､松本児童相談所の一時保護体制の充実を図るなどの対応をすすめてきて
いる｡一方､養護施設においては､施設が加盟している長野県児童福祉施設連盟の企画委
員会を中心に､施設処遇のあり方について調査研究を行ったり､小規模ケアの試み■を始め
るなどの取 り組みをすすめてきた｡しかしながら､児童相談所が関わる児童の状況も養護
施設で生活する児童の状況も､共に改善されているとは思われない｡･.
そんな状況のもとで､児童相談所の職員として何をすべきなのか悩んでい■たときに､た
またま眼にしたのが日本にアドラー心理学を紹介し､初代の日本アドラー心理学会会長を
務めた､精神科医の野田俊作氏の ｢アドラー心理学にもとづ くカウンセリング｣ (文献 1)
という論文であった｡カウンセリングにおける ｢目標の一致｣､･r勇気づけ｣､ ｢子ども
の行動の目的｣､ ｢課題の分離と共同の課題｣など､筆者の知っている従来の.カウンセリ
ングで用いられる､ ｢共感｣だとか ｢無条件の尊重｣などとは全 く異なる理論と技法が用
いられて=おり､こういうカウンセリングがあるのかと驚いたことを覚えている｡この論文
を読んで以降､筆者は相談のやり方を変えるとともに､野田氏の著作を読んだ､り､アドラ
ー心理学基礎講座に出席する中で､アドラー自身が第一次世界大戦の悲惨さと敗戦後のウ
ィーンの荒廃をみて､人類の救済には､育児と教育によって個人を改革するしかないと考
え､人類を救済する学としての心理学の構築を目差したことを数えられた｡アドラー心理
学が思想の心理学と呼ばれるゆえんであり､その思想のキー概念が共同体感覚であるとい
うことを知ったのである｡アドラー心理学は臨床心理学として体系化されるが､上述のと
おり､育児や教育を包括した心理学ということができる｡
野田氏は､臨床心理学としてのアドラー心理学をカウンセリングや心理療法についての
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理論と技法として､育児についてはパセージ (注1)として体系化し､公開講座や講演会そ
の他の活動の中で､日本を含む先進諸国で育児が崩壊してきたこと､新しい育児が必要な
ことを強調 している｡日々悪化していくとしか思われない子どもたちの置かれた状況に対
して､筆者たち児童福祉に携わるものがまずやるべきことはなにか､ここに答えがあるじ
ゃないか｡なぜ､今までそのことに気づかなかったのだろう｡そう思うようになった｡
平成16年と17年に､佐久児童相談所を会場にパセージの開催を要請し実現することがで
きた｡パセージの対象は､中学生以下の児童を育児中の母親を想定しているが､養護施設
の職員や保育園の職員を対象に開催するという､やや変わったパセージであった｡前述の
ように､養護施設においては､さまざまな課題が表面化してきたことや､ ｢いっこうに減
らない児童虐待をはじめ､児童が被害者になる事件も相次いでおります｡様々な立場から
児童に関わるものとして､なんとか子ども達を守る手立てを講じなければなりません｡こ
れらの児童に関わる多くの問題が生じる要因の一つとして､適切な育児が行われていない
のではないかと考えます｡適切な育児を普及していくことがどうしても必要ではないでし
ょうか｡適切な育児を広めていくためには､まず私たちが適切な育児の具体的な知識や方
法を身につける必要があると考え､育児についての新しい方法 『パセージ』の講習会を下
記により計画しました｡初めての試みですが､きっとお役にたつと思いますのでご参加を
お待ちしています｡｣とパセージの参加呼びかけに記したように､児童福祉に携わるもの
として､何かを始めなければとの思いからの開催であった｡
本稿では､長野県の児童相談所と養護施設の現状を踏まえ､養護施設の果たすべき役割
とその目指すものについて､アドラー心理学の視点から考えてみたい0
1 施設養護の意味
(1) 施設養護
施設養護とは､児童福祉法によれば､ ｢保護者のない児童又は保護者に監護させること-
が不適当であると認められる児童 (以下 ｢要保護児童｣という｡)｣ (同法 第 6条の
≡)を ｢入所させて､これを養護 し､あわせて退所した者に対する相談その他の自立のた
めの援助を行うことを目的とする｣ (同法 第41条)と規定されている｡
しかし､これだけでは要保護児童の定義はあいまいである｡ ｢保護者のない児童｣につ
いては異論はないが､ ｢保護者に監護させることが不適当であると認められる児童｣につ
いては､論議のあるところである｡最近は､被虐待児童がその代表的な例としてあげられ
るが､児童本人に病気や重い障害がある場合なども､要保護児童として､児童福祉法上は
想定されているOそうなると､その範囲はかな-り広 くなってしまう.本稿では､要保護児
童を､児童相談所において相談種別が養護相談と分類された状況に置かれた児童と､また､
施設養護については､養護施設における処遇と限定し､乳児院､児童自立支援施設や情緒
障害児短期治療施設は除いている｡したがって､本稿では､施設養護とは､家庭に代わり
公的に行われる社会的養護であり､すなわち､家庭養護の補完､支援であり､施設という
場での育児であるとして論を進める｡その観点からすれば､現代の育児が抱えている問題
点は､施設養護にも共通していると理解してよいことになる｡
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(2) 要保護児童の生じる要因
わが国の施設養護の歴史は古 く､聖徳太子の時代にまで遡ると言われている｡要保護児
童はいつの時代にも存在したであろうし､これからもなくなることはないであろう｡たと
えば､要保護の要因となる､児童本人の病気やそれにともなう障害はなくなることがない
だろうし､育児が困難になる要因の一つである貧困の問題も､おそらく解消されることは
ないからである｡これらの要保護児童は､その子どもの親に育児の意思や意欲があっても､
親の力だけでは養育することが困難であり､社会的養護が必要な､いわば､古典的な要保
護児童と言ってもよい｡これに対 して､現在問題になっているのは､被虐待児に代表され
る要保護児童の増加である｡いわゆる養育機能の低下だとか家庭崩壊と言われる現象に伴
って増え続けている新 しいタイプの要保護児童なのである｡これらの新しい要保護児童が
生み出されてくる背景として社会 ･経済状況の変化が言われているが､育児という視点か
らみれば､育児の崩壊が始まったと言うことができる｡野田俊作氏は講演 (托2)で､ ｢心
理学者たちは大体 1980年位からかと考えていますが､育児が崩壊してしまいました｡育
児が無 くなってしまったのです｡親が子どもを Fしつけ』なくなったという現象が先進諸
国で次第に見受けられるようになりました｡ ｡それまで予測できなかったとんでも
ない子どもたちが生じてきています｡ ･今､私たちが問題にしなければいけないのは､
ファシズム型育児よりも放任型育児､アナーキズム型育児という間違った子育てなので
す｡ ･･･2種類の溺愛型と子棄て型の放任型育児がどんどん増えてきて､ ･･･｡｣と
新しい子棄てを指摘しています｡この新しいタイプの要保護児童の発生を踏まえ､どのよ
うな養護を進めればよいのかが大きな課題と言える｡
2 施設養護の現状と課題
(1) 長野県の養護相談の状況
長野県の児童相談所における養護相談件数の推移をみると､1995年度の 640件から
2004年度の 1129件と､10年間でほぼ倍増に近い増え方であり､年度別の推移からは､
1998年度あたりから増加傾向がみられ､その後､2003年度からは､漸増傾向ないしはフ
ラット状態となっている｡相談内容では､虐待相談が件数では 1995年度の 47.件から
2004年度は509件へと､また構成比では､1995年度の7.3%から2004年度の45.1t%-と､
著しい増加をみせている｡ (参考資料 図1､図2)
少子化が社会問題化 し､児童の絶対数が減っているにもかかわらず､養護相談がこの
10年間にほぼ倍増 し､しかもその増加分が虐待相談であるということは､まさに家庭崩
壊､育児崩壊に歯止めがかかっていないということにほかならないと言えるのではないだ
ろうか｡
(2) 長野県の養護施設への入所状況
過去 20年間の長野県の養護施設の年度別在籍率であるが､1995年度の80.1%をボ トム
にこの 10年間の施設在籍率は増加傾向にあり､2004年度は 95.5%と､1995年度比で､
15.4ポイントの増加となっている｡この 20年間､長野県では養護施設の入所定員の増減
が若干あるので､在籍児童数についてみると､1995年度の平均在籍児童数が､553.0人で､
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2004年度は､658.7･^ となり､施設に在籍している児童が100人以上も増えていることに
なる｡ (参考資料 図3)ちなみに､この間の養護施設への入所児童数と同じく退所児童
数をみてみると､この 10年間で､1780人が入所し､1653人が退所 しており､その差は
127人となっている｡
施設入所になった児童の相談内容の状況では､養護相談の推移と同様､虐待を理由に
施設入所に至る児童が､1995年度の15件､構成比7.0%から､2001年度には､77件､構
成比は 35.5%と､ともに5倍にまで急激に増加している｡その後横ばいに転じ､2004年
度には､66件､30.7%と漸減傾向にある｡ (参考資料 図4∴ 図5)
これらのことから､児童相談所はもちろ~ん､養護施設においても虐待の問題が重要な課
題になっていることは容易に想像がつく｡
(3) 施設養護の現状と課題についての問題提起
･青山学院大学文学部教授の庄司順一氏は､社会的養護サービスの現状と課題 (文献2)の
なかで､ ｢社会的養護を考えるうえで､平成15年に社会保障審議会児童部会に設置された
F社会的養護のあ り方に関する専門委員会』報告書 (文献3)が重要である｡この 『専門委
員会』は､国レベルではじめて社会的養護について議論したものといわれる｡｣と指摘 し
ている｡そこで､ ｢社会的養護のあり方に関する専門委員会｣報告書 (以下､報告書とい
う)を引用しながら､施設養護の現状と課題について∴Q&Aの形で問題提起をしていこ
う｡
Ql:報告書の中で､ ｢児童福祉施設も都市部を中心に極めて高い入所率を示しており､
今日では児童養護施設に新規に入所する子どものほぼ半数が虐待を受けた経験を有す
る実態にある｡また､こうした虐待を受けた子どもの多くは､心に傷を負い､情緒
面 ･行動面の問題を抱えており､適切なケアや治療を必要としている｡｣とあります
が､長野県の養護施設の現状はどうなっていますか ?`
Al:そのとおりです｡虐待を受けて入所してくる児童には､さまざまな情緒面 ･行動面
の問題を抱えている事例がたくさんあります.
Q2:心理療法担当職員が配置され､適切なケアや治療が行なわれるようになりましたが､
効果はあがっていますか?
A2:心の傷という概念は､あいまいです｡少なくとも科学的ではありません｡したがっ
て､心の傷と情緒面 ･行動面の問題がどのような因果関係があるLのかも明確ではあり
ません｡適切なケアや治療にらいても､具体的に何をするのかがわかっていませんo
心の傷とか癒 しとか､言葉だけが先行し､虐待を受けた児童ということで､子ども自
身の行動についての責任があいまいにされる懸念がないとは言えないのです｡
Q3:次に､ ｢社会的養護については､子どもの権利擁護を基本とし､ ･･- ･｡｣と
ありますが､この点は?
A3:この点はまったく同感です｡こどもの権利条約が批准されましたが､真の意味で大
人七子どもが平等 ･対等であるという認識が不十分だと感じます｡子どもを大人の思
し漣 おりに動かそう､支配しようという気持ちや子どもの私物化とい､った人権感覚の
乏し~さが虐待の最大の理由の一つではないかと考えています｡
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Q4:同じく､ ｢こうした認識の下､社会的養護については､現在の仕組みの下で何がで
きるかということではなく､制度や意識を転換し､ケア形態の小規模化､親や年長児
童に対する支援､更にはケアに関する児童福祉施設の創意工夫を促す仕組みの導入な
ど､子どもの視点に立って､子どもや家族の多様な要請に応えていくことが必要であ
る｡｣とあります｡ケア形態の小規模化など処遇の見直しについてはどうですか?
A4:小規模施設とかグループホームと､あるいは､施設の個室化も言われています｡目
指す方向と､しては間違いではないと思いますが､制度とか処遇のシステムだけの問題
なのでしょうか｡たとえば､さまざまな制度を充実し､すべての子どもが家庭で育て
られる世の中が実現できれば､すべての子どもたちは健全に育つのでしょうか｡問題
は､どういう育児をするのかにあるのだと思います｡
それと､ここでもうーっ問題提起をしておきたいのは､子どもの視点に立って とい
う記述です｡子どもの視点に立ってということは､言い方を代えれば､子どもの側に
立ってということですし､子どもにとって都合がいいということになりかねません｡
この､誰かの視点に立ってという論理がさまざまな問題を超してきているかもしれ
ないのです｡
Q5:また､報告書には､ ｢同時に､これまでの社会的養護は､保護を要する児童を対象
とするものとして､いわゆる子育て支援とは別個のものとして進められてきたが､今
後は､両者を連続的なものとして捉え､一体的な施策の推進を図ることにより､より
効果的な子どもの健全育成や児童虐待の防止等につなげていくことが必要である｡｣
とありますがどうですか?
A5:要保護児童という言葉のイメージがよくありません｡社会的養護の対象というと､
なにか特別な子どもと見られがちです｡報告書の当面の具体的な取組みに関する委員
会としての意見の中でも ｢児童福祉施設に対する社会的な偏見を取 り除くことが必要
である｡｣とされています｡ということは､一般社会からすれば､施設養護とは､な
にか特別な問題を持った児童に対して､家庭養護と違うことが行われていると見られ
ているかもしれません｡そうではなくて､育児と教育が行われているのです｡ただそ
の育児が､施設養護は専門職による育児であり､家庭養護は､その多くが育児につい
て系統的に学んだことがないであろう親による育児という違いがあります｡それだか
らこそ､報告書の指摘のとおり､これからは､施設養護に携わるものは育児の専門職
として､適切な育児について子育て支援を通じて普及していかなければなりません｡
ノ正しい育児が広 く行き渡ることにより､子どもの健全育成や児童虐待の防止等につ
ながっていくことを心から願っています｡
3 養護施設の役割とその目指すもの
養護施設の役割は､前述のとおり､育児と教育を担うことである｡しかも､適切な育児､
正しい育児を行なうことであり､そのことを通じて地域に適切な育児の方法を発仔 し､地
域の子育て支援の推進に寄与するL=とでなければならない｡そこで適切な育児の方法とし
て､アドラー心理学の考え方とそれに基づく育児を概観し､養護施設の場での実践を提唱
しようとするものである｡
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(1) アドラー心理学について
ア ドラー心理学は､オース トリアの精神科医であるアルフレッド･アドラー (Alfred
Adler,1870-1937)が創始し､その後継者たちが発展させた臨床 (育児 ･教育)心理学の
理論､思想 と治療技法の体系である｡ア ドラー自身は自らの心理学 を､個人心理学
(IndividualPsychology)と呼んだが､個人心理学というと､個人を細かく分析したり個
人のみに焦点を合わせるように誤解されやすいので､日本では､そのままアドラー心理学
の名称が用いられている｡アドラーは､20世紀のはじめごろ､オース トリアのウィーンの
町で､フロイト (SigmundFreud)やユング (KarlJung)と共同で研究し､フロイトやユ
ングが心の深層に関心を持ったのに対 して､アドラーは人と人との関係に関心を持ち､人
間関係はどうしてもつれるか､どうすればいい人間関係がもてるかについて､多くの研究
を残 している｡
理論的な特徴としては､
人間を分割できない全体として把握し､理性と感情 ･意識と無意識などの対立を認め
ないこと(全体論)
･ 行動の原因でなく目的を理解しようとすること(目的論)
客観事実よりも､客観事実に対する個人の主観的認知のシステムを重視すること(認
知論)
精神内界よりも個人とその相手役との対人関係を理解しようとすること(対人関係論)
などがあげられているが､アドラー心理学の特徴は思想を持った心理学であることだと言
える｡具体的には､ ｢他者を支配しないで生きる決心をすること｣ ｢他者に関心を持って
相手を援助しようとすること｣などがあげられるが､ ｢共同体感覚｣の育成をあげている
ところが他の臨床心理学と特に異なっている点である｡
(2) 適切な育児とは
ア ドラー心理学に基づ く育児理論を集大成 したのはア ドラーの高弟の ドライカース
(RudolfDreikurs,1897-1972)であると言われている｡ ドライカースの提唱した育児は､
一口で言えば賞 ･罰を用いる権威主義的育児の否定であり､民主主義的育児であった｡ ド
ライカースは､その著書 ｢アドラー心理学の基礎｣(文献4)の中で ｢子どもを育てる時に
出会う困難のすべては､人間関係の持ち方を間違っていることから起こります｡親が民主
主義の精神で子どもを訓練する方法を知らない場合に､特にこの間違いをよく犯します｡
今日､権威主義的な古い方法はもはや適切で効果的でなく､民主主義の精神が必要なので
す｡子どもを甘やかしたり､抑圧したりしないで子どもを育てる方法があるということを､
しばしば親は知りません｡親は､子どもへの尊敬と自分自身への尊敬を結びつける方法を
知らないので､どちらか一方を冒涜します｡家族の中で相互尊敬の関係を作 り､維持し､
屈したり戦ったりしないで対立を解決することは薙しいことです｡｣と述べ､ ｢叱るやり
方｣ ｢脅しと叱責｣ ｢けなすこと｣ ｢罰すること｣ ｢褒美｣などを用いる育児ではなく､
｢本当に子どもたちが能力を伸ばすのに役立つ別の全く異なった方法があります｡この方
法は､力を行使することによって､従順さを見せるように要求することに甘んじてはいま
せん｡すなわち､この方法は､人々を､自立して能力があり､_幸せな人間になるよう訓練
することができるのです｡教育の全目的は､子どもに他者との生活に参加する準備をさせ､
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共同体の中で位置を得､保持するのを援助することです｡言い換えれば､育児の目的は､
人生における成功と幸福の鍵である共同体感覚を育成することなのです｡｣と民主主義的
育児を適切な育児として記述している｡
野田氏は､その後の社会 ･経済情勢の変化や､それに伴う育児の崩壊という現象などを
踏まえ､アドラー心理学に基づく育児の方法を､日本アドラー心理学会総会の公開講座講
演録 (文献5)の中で､
i 子どもを勇気づける
i 適切な行動を伸ばす
ii 子どもを信頼して任せる
こととして語っている｡
(3) 養護施設における新たな育児の実践
ア 育児目標の明確化
今日の養護施設が､育児と教育を実践 していく上で､抱えている根本的な問題の一
つとして､筆者は養護の目標が自立のための援助とだけされており､不十分であるこ
と､方法論が明確にされていないことである､と考えている｡
アドラーや ドライカースは､育児 ･教育の目標として共同体感覚の育成をあげてい
る｡具体的には共同体に貢献的に行動できる大人に育成するということである｡これ
に対 して､当時の理論や方法論が時代にあわなくなっていると指摘する野田氏は､パ
セージの第1章の ｢子育ての目標｣で､次のように提案している｡
｢子育ての二種類の目標
1.子育ての行動面の目標
子どもを正しく育てるには､育てていって､結局どういう大人になってもらうかを､
いつもはっきりと意識している必要があります｡Passageが提案する子育ての目標は､
行動面では､
<子育ての行動面の目標>
1)自立する｡
2)社会と調和して暮らせる｡
という二点です｡
わかりきった､あたりまえのことのように思われるかもしれませんが､子育ての現
場ではすぐにこれらを忘れてしまうのです｡そうして､目先だけの対応に陥って､失
敗してしまいます｡
2.子育ての心理面の目標
アドラー心理学では､行動は信念から出てくると考えています｡
｢自立する｣とか ｢社会と調和 して暮らす｣というような<適切な行動>ができるた
めには､それを支える<適切な信念>が育っていなければなりません｡
<子育ての心理面の目標>
1)私は能力がある｡
2)人々は私の仲間だ｡
アドラー心理学は､この二点を適切な信念であると考えています｡これが子育ての
-71-
<心理面の目標>で､これがあってはじめて､子育ての<行動面の目標>が達成でき
るのです｡
Passageは､このような子育ての心理面の目標を達成することを目的にして開発され
たコースです｡
コースの中で､たえずこの､子育ての心理面の目標､すなわち､2つの適切な信念を
思い出してください｡ ｢この対応をしていると､子どもは 『私は能力がある』と感じ
るかな｡ 『家族は私の仲間だ』と感 じるかな｣と､いつも自己点検 していただきたい
のです｡｣
と､アドラー心理学の育児の基本である ｢子どもを勇気づける｣実践方法を提案し
ているのである｡
家庭や養護施設などで育児に携わるものが､このテキス トに記載されているような
自己点検をするようになれば､日本の育児は大きく変わるに違いない0-とりわけ養護
施設は今までと全く違った育児の場所になるのではないだろうか｡
イ 不適切な行動に注目しない
ドライカースは､前掲書の中で ｢共同体に受け入れて欲 しい､自分も仲間になりた
いという欲求は社会的動物である人間の基本的な欲求である｡もし邪魔をするものが
なければ､共同体に所属するため､子どもは共同体が求める適切な行動 (共同体に対
して建設的な行動)を身につけ､進歩していくのだが､様ざまな困難が子どもが幸せ
で役に立つ社会の一員となるのを妨げるのである｡しかし､この状況は子どもの心の
中で､他の人より劣っているという主観的な感情と結びつき､この不愉快な感情に対
処するため､子どもはともかく共同体に受け入れてもらおうとし続け､結果として4
つの不通切なゴールに向かうような行動 (共同体に対 して破壊的な行動)をする｣と
指摘 している｡
様ざまな困難､多 くの場合は大人による勇気 くじきにより､子どもは適切な行動で
共同体に所属することに失敗 したと感じてしまうのである｡子どもはある行動を､適
切な行動､みんなの役に立つ行動だと思ってやったけど､誰もみてくれなかったり､
無視されてしまうことがある｡このときに子どもはドライカースの言う不愉快な感情
を体験する｡ところが､子どもが不適切な行動をしたとたん､大人はこちらを向いて
くれるのである｡これが不適切な行動の目的である｡つまり､子どもの不適切な行動
に対 して､大人から ｢注目したり｣､ ｢腹を立てたり｣､ ｢嫌な気分になったり｣､
｢傷つけられた思いがしたり｣､ ｢見捨てたくなる｣ような感情や行動を引き出すこ
とが目的なのである｡したがって､子どもの不適切な行動に対 しては､口をすっぱく
して注意 したり､どれほどの思いを込めて叱ったり､大人がいかなる対処をしても効
果がないのである｡このとき､大人が取るべき唯一の適切な対処は､ ｢不適切な行動
に注目しない｣ こ`とである｡その一方で､ ｢適切な行動に注目をする｣という対処が
強調される｡あるいは､不適切な行動に含まれるよい意図をさがすということも要求
される｡
これは､従来の育児や教育にはあまり見られなかった方法論ではないだろうか｡た
しか七 ､ほめて育てる方法を提唱 した学者もいるが､アドラー心理学の育児は､賞も
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望ましい方法ではないとして､子どもの行動の貢献という面に注目するよう指摘する｡
り 子どもを信頼して任せる
アドラー心理学の育児の基本は､大人が子どもを､人間として対等 ･平等の存在と
して認められるか否にかかっている｡ ドライカースがアドラー心理学の育児理論を体
系づけ､民主主義的育児を提唱したのは､子どもの権利条約の批准を待つまでもなく､
すでに70年以上も前のことである｡日本では戦後60年､民主主義国家の名のもとに､
民主主義教育が行われてきたはずであるが､前掲報告書の指摘を待つまでもなく､子
どもの権利擁護が保障されているとは言いがたい｡これは､子どもを､人間として対
等 ･平等の存在として認めていないことにほかならず､子どもを信頼することや子ど
もに任せる育児態度からの隔たりはあまりに大きいと言わざるを得ない｡
加えて､児童の事故や トラブルに対 して､管理責任を問う風潮が強まっている｡取
り分け､公的機関や団体に対 しては厳 しくなっている｡公的機関や団体が､自らの責
任を明確にし､その責務を果たすことは当然であるが､ゆきすぎれば､個人の責任は
問われなかったり､あいまいなままに見過ごされる懸念もないとはいえない｡その結
果は､事故を起こさないこと､ トラブルを起こさないことに目がいき､児童を管理す
ることに力を注ぐことにもなりかねない｡
大人が果たすべき責任 と､子どもが自ら引き受けなければいけない責任を明確にし､
子どもに任せる決心が必要である｡
実践方法の詳述はできないが､養護施設がこれらの視点と方法論を取 り入れながら､ど
ういう養護をしようとしているのかを明確にすること､そのことこそ養護施設の緊急に目
差すものでなければならない｡
(4) 今後の課題
野田氏は､ ｢続アドラー心理学 トーキングセミナー｣ (文献6)の中で､育児と教育に必
要な四つの "S"ということを提唱している｡ ｢尊敬｣､ ｢責任｣､ ｢社会性｣と ｢生活
力｣の頭文字の "S'である｡その中で､
｢尊敬｣については､ ｢一日中 『うれしい』と 『ありがとう』を言う材料を探 してやろ
うと決心をする｡ ･･･｡何とかして､ 『うれしい』と 『ありがとう』を言ってやろうと
すると､人間を尊敬するとは何かわかります｡｣と述べ､
｢責任｣については､ ｢ア ドラー心理学で 『責任』 という言葉 をつかうときに
は､ ｡ 『ここに私の仕事がある』ということです｡ ｡課題に対して逃げない
で､ 『はい私はここにおります｡ちゃんと私のするべきことはいたします』というように
応答することをレスボンシビリティ､責任といいますが､そういう意味での責任を子ども
たちに数えたいのです｡｣と記載し､
また､ ｢責任をとることを学ばせるには､どうしたらいいか-I-｡子どもたちの行為
や子どもたちのやることの結末を全部子どもたちに味あわせてあげればいいんです｡子ど
もたちはきっと学ぶから｡｣とも､ ｢責任というと､ 『誰がやったか』ということだと考
える｡そうではないんです｡ 『いま私にできることは何か』と考えるのが本当の責任で
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す｡｣と解説している｡
｢社会性｣については､ ｢社会性とは､社会の中で､自分の要求を通して､しかも他人
を傷つけない技術､あるいはその姿勢だと理解していただくと一番わかりやすいと思いま
す｡ ｡要するに人間関係の技術です｡人間関係の技術というのは､要するに言葉の
使い方です｡｣と､察する文化に依存 した態度からの脱却と､自分のして欲 しいことをは
っきりと口に出して､相手に伝えるということを学ぶ必要性を強調している｡
｢生活力｣については､ ｢どんなことになっても､生きていく力です｡臆病にならない
で､未来に不安を持たないで､ ･･･何とかしようと決心し､何とかできるだけの技術を
何とか身についている状態｡｣と説明し､この ｢四つのS｣は子どもの教育だけでなく､
大人が幸福になるためのカギでもあるとも書いている｡
筆者はこの中で､責任について子どもたちにどのように学んでもらうかが､これからの
育児のもっとも大きな課題の一つであろうと考えている｡
昭和41年 (1966年)､中央教育審議会は ｢後期中等教育の拡充整備について (第20回報
告書)｣ (文献7)を時の文部大臣に答申した｡世に名高い､ ｢期待される人間像｣答申で
ある｡教育関係者はもちろん､マスコミその他の反発のもとに､教育現場で期待される人
間像に向けての教育が行われることはなかった｡それ以来､どういう人間を育てるべきか
という論議は避けられてきているのではないだろうか｡ ｢個人の自発性､自主性を損な
う｣､ ｢個性が発揮されない｣､ ｢自己実現を妨げる｣などの反論のもとに､どういう大
人に育てようとするのかという考えは民主主義的ではないとされてきたように思われてな
らない｡
しかし､今の子どもたちが置かれている状況は誰が見ても望ましい状況とは思えないで
あろう｡どういう人間を育て､どういう世界をつくろうとしているのか､私たちはその地
図を持たないままに来てしまったのではないだろうか｡
福祉臨床の場にいるものとしては､眼の前の児童の応急処置をしなければならないこと
はもちろんであるが､私たちは何をしようとしているのか､どこへ向かおうとしているの
か民主的な論議を尽くさなければならないときに来ているのではないだろうか｡
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(図1)長野県の養護相談の推移
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(図3)長野県の児童蓑諸施設の平均在籍率
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(図2)長野県の叢話相談内容の構成比の推移
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(注)
1) パセージ (Passage):野田俊作､高橋さと子の開発 した育児プログラム､ロール
プレイを中心に8回にわたって開催される｡下記リーフレット参照｡
Passege
(ParentStudySystemonAdlerianGroupExperiences)
アドラー心理学のグループ体験にもとづく育児学習コ-スの頭文字ですが､同時に
r通り道｣の意味をかけています.新しい育児の通り道､しあわせな家庭への通り道とい
う意味を込め七います｡
アドラー 心理学にもとづく新しい親子関係
パセージは､アドラー 心理学にもとづく新しい艶子関係プログラムです○あたたかい雰
囲気の中で､体験を通じて.本当に信じあい､愛しあう親子のあり方を身につけていただ
吐圭土｡子どもを叱らないで､勇気づけながら育てるにはどうすればよいか○姐工夫すれば自立した､しかも社会と調和できる子どもを育てることができるかについて､
アドラー心理学にもとづく科学的でハートフルな育児法です○子どもを暖かく援助してい
き､真に責任感と生活力のある人に育ってもらうための考え方とやり方とを､実習を通じ
てていねいに学びます○
プログラム
1.育ての目標
2. 賞罰のない育児
3. 課題の分離
4. 共同の課題-■l
5. 目標の一致
6. 体験を通じて学ぶ
7. 新しい家族
8. 積極的に援助する
2) 野田俊作 :｢よい子育て 間違った子育て｣ 平成3年11月29日 講演会より
****************************************************************
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